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化学療法による副作用の発現時期
頻度(高)

頻度(高)

初日
アレルギー反応、血圧低下
発熱、血管痛、悪心・嘔吐(急性)

１週目直後 ２週目 ３週目 ４週目 数か月後

脱毛、皮膚症状

神経毒性
手指・足趾のしびれ
耳鳴り

悪心・嘔吐(遅発)
食欲低下
全身倦怠感
関節痛・筋肉痛
便秘 口内炎・下痢

2～7日

8～14日

22日～

肝機能障害
腎機能障害
心機能障害

骨髄抑制、血液毒性
白血球・好中球低下
血小板低下

骨髄抑制、貧血

8～28日

15～28日

2～6ヵ月
肺塞栓、
うっ血性心不全、
自己免疫疾患

自
分
で
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か
る
副
作
用

副作用の発現は個人差があり、使用する薬剤の種類や組み合わせでも発現時期や症状の度合いが異なります。

副作用は重篤化を防ぐため、早めの対応が大切です。気になる症状は、我慢せずにお知らせください。


